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第２８回教育委員会と第３３回事業委員会が３月１３日 (水) 

１５時から名古屋市民会館で開催されました。 

教育委員会には、１１名の出席があり、 

飯島圭一教育委員長の挨拶に続き、主な決定内容は、 

①先進安全自動車対応車体整備士研修の回数・日時・場所・講師 

等は、実技を担当する溶接機メーカーとの打ち合わせにより 

６月以降の実施となる。 

②特認部会・推奨部会及び教育委員会合同研修会の日時・場所等は未定であるが開催予定である。  

③次年度の車体整備士養成講習は開講予定とし、今後、組合員等への講習生参加を呼びかけていく。  

④教育委員会独自としての研修会を開催したい。 

 

第３３回事業委員会には、伊藤公一委員長はじめ１１名の 

出席があり、主な委員会決定内容は、次年度の活動計画として 

①第８回賛助会員との意見交換会を実施する。 

②賛助会員の工場訪問を実施する。 

③賛助会員の購買が促進するよう検討する。 

④賛助会員との強固な絆となる方策を企画する。 

➄賛助会員の人財の紹介をする機会を設ける。 

⑥その他、教育委員会と共通事項として、 

理事長より３月２０日の本部理事会に経営委員長として質問、要望書を上程してある。 

また、国交省の特定認証制度に係る情報を把握し、今後の進捗状況を注視していきたい。 

事務局の連絡事項として 

・３０年度支部活動費を１支部員当たり当初予算案２千円から倍増の４千円を還元します。 

・３０年度に開催されました各支部会・部会の回数、開催日、参加人数及び次年度各支部会、部会、 

委員会開催予定の年間行事予定一覧表への記載をお願いしますのでご協力ください。 

・ホームページの会員工場の紹介欄の充実を図るため、各支部及び組合員に記載内容の作成案内を 

依頼しますのでご協力ください。 

両委員会終了後には、会議で疲れたノドを潤そうと、理事、支部長も加わり２８名の参加者のもと 

懇親会が行われ大いに盛り上がりました。 

なお、詳細は、ＨＰに掲載しましたのでご覧下さい。（https://www.aishakyo.jp/news/topics1/） 

 

 

 



 
第４回ＨＰ検討会が３月１３日 (水)名古屋市民会館で開催されました。 検討会での主な内容は、  

①次年度についてもバナー掲載は従前通り行こない、本年度の掲載会社を優先する。 

なお、本年度の掲載会社については、ＨＰ検討会会長より直接 

継続のお願いの電話を入れ了解を得ることとする。 

②バナーの掲載順は、数ヶ月毎に変更する。 

③次年度は会員工場の紹介欄を半数以上にしてＨＰの充実を図る。 

④愛知県警察本部サイバー犯罪対策課のホームページ脆弱性診断に 

協力しており、今のところ大きな問題もない。 

 
車体・電装品・タイヤの特殊整備工場部門３団体で構成する連絡会が、３月２６日（火）各組合 

の理事長及び事務局全員が出席して、愛車協事務局で開催されました。 

・次年度の（一）愛知県自動車整備振興会の理事候補者の推薦は 

引き続き愛車協「金原正和」理事長を推薦することになりました。 

・次年度は、各団体とも役員改選時期となりますが、今のところ、 

３団体とも理事長は留任予定です。 

・次回の「愛特３会」は、愛知運輸支局に表敬  

訪問の予定です。 

・５月には、「愛特３会」青年部主催の行事を実施予定です。 

・各団体の総会は、車体とタイヤは５月２６日（日）、電装品は５月１７日（金）の予定です。 

 
各支部におかれましては、支部活動にご尽力願い誠にありがとうございます。 

年々収入源の減少により支部活動費捻出に余裕のない状況ですが、本年度は、 

当初予算額の倍増となる１支部員当たり４千円の支部活動費を還元させて頂きます。  

（各支部の数は、３０年４月現在の支部員数とします。） 

財政厳しい中、一回のお弁当代にしかなりませんが、どうか有効にお使い下さい。 

 
３０年の平成時代も今月で終わりです。「地球の一年暦」をご存じと思います。 

１月１日、０時に地球が誕生して４６億年を１年分のカレンダーにしたものです。 

・最初の原始生物誕生は、２月２５日 ・最古のほ乳類登場は、１２月１３日。 

・恐竜絶滅は、１２月２６日２０時１７分 ・人間の祖先ホモ-サピエンス誕生は、 

１２月３１日１１時３７分 ・キリスト誕生は、１２月３１日２３時５９分４６秒 

・中世の産業革命は、１２月３１日２３時５９分５８秒。それでは、今生きている 

２０１９年の我々は１秒にも達しない、一年暦の中では瞬きもしない一瞬というわけである。 

尊い人生の中で車という大発明に遭遇し、その仕事に携えるとはナント福運かと、感動します。 

因みに、一年暦での人類滅亡は０時０分３０秒とか・オー怖・怖・怖。いつのことだろうm(_ _)m 

 すっかり桜も散り、新しき年度が始まりました。が、これから事務局では決算書作成、監事監査、 

理事会、総会資料作成等々・・準備に大わらわの新年度スタートです。 (>_<)m(_ _)m （ｙ．ｍ）  

 


